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購 読 要 項(1986年1月 改訂)

1・ 発行は毎月,年12回 とし,年 間購読者を会員 とする.

2.会 員は年間予約購読料8,000円(送 料とも)を 前納する.払 込みは振替に限る.口 座番号 京都5-4772番

泌尿器科紀要編集部宛.

3.入 会は氏名,住 所を記入のうえ編集部宛,は がきにて申し込めば所定の用紙を送付します.

投 稿 規 定(1986年1月 改訂)

1.投 稿=連 名者を含めて会員に限る.

2.原 稿:泌 尿器科学領域の全般にわた り,総 説,原

著,症 例報告,そ のほかで和文又は英文 とする.

(1)普 通論文の長 さは,原 則として,刷 上り本文5

頁(400字 ×20枚程度),図(Fig.)10枚,表(Table)

10枚 までとする.

(2)和 文原稿はB5版400字 詰原稿用紙横書き,楷

書,当 用漢字,現 代かなつかい,平 がなとし,清

書する.文 中欧語の固有名詞は大文字で,普 通名

詞は小文字で始め,タ イプし,年 号は西暦とする.

④ 原稿の表紙に標題 所属機関名,主 任名,著

者名の順に和文で併記する.下 段に筆頭著者名

と,2語 からなるrunningtitIeを 付す.

(例:山 田 ・ほか:前 立腺がん ・PSAP)

(ロ)英 文抄録=和 文の表紙 本文とは別に標題,

著 者 名,所 属 機関名,5語(英 文)以 内の

Keywords,抄 録本文の順にダブルスペースで

タイプし,そ の和訳をつける.

(3)英 文原稿はダブルスペースでタイプし,原 稿の

表紙に標題,著 者名,所 属機 関名,主 任名,

Keywords(和 文に準ず),runningtitie(和 文

に準ず)の 順にタイプし,別に標題,著者名,所 属機

関名,主 任名,抄録の順に記した和文抄録を付す

(4)数 字はすべて算用数字を使用し,単 位m,cm,

mm,1,ml,kg,9,mg,μ9,弩,℃,pHな どと

する.

⑤ 図,表,写 真などはすべて別紙 とし,写 真は ト

リミングする.説 明文は一括して記載 し和文,英

文を問わずTable1,Fig.2な どとする.芙 文

が望ましい.原 稿右欄外に挿入さるべ き位置を明

示する.図 ・表は誤 りのないことを確認のうえ,

編集委員 ・ 石神 嚢次 前川 正信

園田 孝夫 友吉 唯夫

トレースして紙焼した ものが望ましい.様 式にっ

いては本誌の図 ・表を参照する.

(6)引 用文献は必要最少限にとどめ,引 用個所を本

文中に入れる.そ の数は30ま でが望ましい.和 文

は楷書で,欧 文はタイプする.

(例:山 田1・3・7),田中 ら星・3～lo)によると)

雑誌の場合一著者名(全 員):題 名.雑 誌名

巻:最 初頁～最終頁,発 行年

単行本の場合一著者名(全 員)=題 名,書 名,編

集者名,版 数,巻 数,引用頁,発 行所,出版地,発 行年

(7)原 稿 を返却 しないのでコピーを手元に残 しオリ

ジナルを書留で〒606京 都市左京区聖護院川原町

54京 大病院泌尿器科紀要編集部宛送付する.

(8)投 稿原稿は編集委員会においてその採否を決定

し,そ れに従って編集部は原稿の訂正,書 き直し

または返却を指定する権限を保持する.

(9)校 正は初校を著者による責任校正 とし,再 校以

降は編集部が行なう.著 者複数の場合校正責任者

を投稿時指定する.

3.掲 載

(1)論 文 の掲載は採用順とする.迅 速掲載には迅速

掲載料を要する.

(2)紙 代,印 刷費,製 本代は編集部で負担する。残

額を実費負担とし,請 求は論文掲載誌発行後に行

なう.論 文の長さが超過した場合,超 過料を別途

に申し受ける.

(3)薬 剤 の効果,測 定試薬の成績,治 療機具の使用

などに関する研究論文については,掲 載料を別途

に申し受ける.

4.別 刷

実費負担とし,著 者校正時に部数を指定する

宮崎 重 新谷 浩

吉田 修(主 幹)
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